
9 8

■特集　決算公表
　

平
成
19
年
度
に
成
立
し
た
「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
指
標
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
性
を

示
す
も
の
で
、
そ
の
比
率
に
応
じ
て

財
政
の
早
期
健
全
化
お
よ
び
財
政
の

再
生
等
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

公
表
す
る
こ
と
と
な
る
健
全
化
判

断
比
率
は
「
実
質
赤
字
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費

比
率
」「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
つ

の
指
標
と
公
営
企
業
会
計
を
対
象
と

し
た
「
資
金
不
足
比
率
」
で
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
財
政
健

全
化
計
画
を
、
財
政
再
生
基
準
以
上

の
場
合
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
は
経
営
健
全
化
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市

の
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
た
各
比
率
は
、
下
表
（
表
１
～

４
）
の
と
お
り
す
べ
て
基
準
を
下
回

り
ま
し
た
。

■
実
質
赤
字
比
率
の
状
況

　

平
成
19
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

一
般
会
計
等
に
当
た
る
一
般
会
計
、

同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
と
も
実
質
収
支
が
黒
字

な
の
で
、
実
質
赤
字
比
率
は
「
－
」

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
実
質
赤
字
比

率
は
、
比
率
の
高
さ
以
前
に
、
そ
の

値
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
自
治

体
に
と
っ
て
憂
慮
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
安
曇
野
市
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
全
く
問
題
の
無
い
財

政
状
況
で
す
。

　

な
お
、
参
考
ま
で
に
黒
字
額
を
標

準
財
政
規
模
で
除
し
て
、
黒
字
額
の

比
率
と
し
て
算
出
す
る
と
「
０
・
５

％
」
と
な
り
ま
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率
の
状
況

　

実
質
公
債
費
比
率
の
算
出
は
、
３

カ
年
の
平
均
で
あ
る
た
め
14
・
４
％

と
な
り
ま
し
た
。
単
年
度
は
平
成
17

年
度
12
・
８
％
、
平
成
18
年
度
15
・
２

％
、
平
成
19
年
度
15
・
３
％
と
な
り

ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、
下
水
道
整

備
基
金
を
取
り
崩
し
、
下
水
道
事
業

の
公
債
費
に
対
す
る
繰
出
金
を
意
図

的
に
低
く
抑
え
た
た
め
、
例
外
的
に

低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
18
年

度
、
19
年
度
は
、
ほ
ぼ
同
水
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

■
連
結
実
質
赤
字
比
率
の
状
況

　

平
成
19
年
度
決
算
は
、
全
会
計
と

も
黒
字
に
な
っ
た
た
め
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
「
－
」
と
な
り
ま
し
た
。

参
考
ま
で
に
黒
字
額
を
基
に
比
率
を

算
定
す
る
と
「
18
・
４
％
」
と
な
り

ま
す
。
実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、

こ
の
比
率
も
算
出
さ
れ
る
こ
と
自
体

が
自
治
体
に
と
っ
て
憂
慮
さ
れ
る
も

の
で
す
。
市
は
連
結
実
質
赤
字
比
率

も
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
す
べ

て
の
会
計
で
健
全
な
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
破
綻
を
防
ぐ

新
た
な
指
標

法改正で５つの新指標
すべて基準をクリア

2 連
れんけつじっしつあかじ

結実質赤字比率
　安曇野市のすべての会計の赤字額と黒字額を合算し、地方公
共団体としての赤字の程度を指標化したものです。
　実質赤字比率と同様、全会計の集計の結果、黒字であれば、
「－」で表示し、赤字となればその額を標準財政規模で除して、
その比率を算定します。
　早期健全化基準は、公営企業分の経営健全化等を踏まえて、
実質赤字比率の基準値に 5％を上乗せする値とされ、財政再生
基準は同じ考え方に基づき 10%を上乗せした 30％が基準値と
されました。（経過措置があり市町村は 40％）

　借入金（公債費）の返済額やこれに準じるものの額の大きさを指
標化し財政負担の程度を示すものです。従来では反映されなかった
特別会計・公営企業会計の公債費への一般会計繰出金や一部事務組
合の公債費への負担金等を算入し、「標準財政規模」と比較して指
標としたものです。このため比率が高くなりますと財政の弾力性が
低下し、他の経費を削減していかないと財政運営の硬直化が高まる
など、一般会計の資金繰りの危険度を示す指標となっています。早
期健全化基準、財政再建基準については、現行の地方債協議・許可
制度にのっとり、25％が早期健全化基準とされ、35％が財政再生
基準とされました。

3 実
じっしつこうさいひ

質公債費比率

平成 19年度安曇野市の標準財政規模　23,259,933 千円
（単位：千円）

1 実
じっしつあかじ

質赤字比率
　一般会計等の赤字の程度を指標化したもの
です。赤字部分を対象としますので、実質収
支額が黒字であれば、「－」で表示し、赤字で
あれば、その額を標準財政規模で除して、そ
の比率を算出します。
　財政再生基準は「地方財政再建特別措置法」
の再建団体該当要件の実質赤字比率 20％を引
き継ぎ、同じ値とされました。
　早期健全化基準は、標準財政規模によって
10％から 2.5％の範囲で自治体ごとに算定さ
れますが、安曇野市は 12.21％になります。
この比率を超えると「財政健全化計画」を策
定しなければならないことになります。
※「－」は当該比率が生じていない（黒字である）ことを表
　しています。
※財政健全化法では一般会計と同和地区会計を加えたもの
　を「一般会計等」と区分しています。

より精密に
財政状況が
チェックできる
ようになったんだね。
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（単位：千円）
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